












































































   (1)
定常なポアソン過程において の間に事象の発生する確率と発生しない確率を記述する
と、以下のとおりである。
   (2)
  




   (3)
ただし、 は時点  の直前までに発生した事象の発生履歴  が与えられた時の時点  
における発生強度である。(3)に定常なポアソン過程の強度  を代入することによって、尤度

























   (6)
Ogata(1978)によれば、(6)は以下のとおりに式変形できる。4




































   (8)
さらに、計算を簡単にするためにこの過程の逐次的な構造を反映させた対数尤度関数は以下
のとおりである。6









































   (10)
(10)を上述した確率密度関数へ代入すれば尤度関数は以下のとおりである。
   (11)
対数尤度関数は以下のとおりである。
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